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今日の報告

• フィールドワークによる村落調査の実現過程

（長期住み込み、多分野の協働）

• 現地調査をめぐる状況変化への対応

（社会、現地への還元、調査者）

• フィールドワーク促進

大学院生の主体的フィールドワーク支援体制作り



はじめに少し自己紹介

調査地

専門：文化環境学（大学で）・地理学・生態人類学

生き物の資源化（認識・利用）を通じた人と自然との関わりあい

中学お受験から大学入試まで

東スポで人文地理
学会賞受賞記事



今日はラオス村落調査の報告

ヴィエンチャン

ドンクワーイ
村



「微量元素からとらえる環境利用
と文化的適応の地理学的研究」
科研A（野中代表）（2010年４月～）

＋ラオスの山へ他地域へ

ラオス平地生態：ズブズブ班 農学・環境科学・生態学・地理学・歴史学・人類学者の共同

「アジア・熱帯モンスーン地域における地域生態史モデルの構築」
総合地球環境学研究所プロジェクト（2002～2007年度）

ラオスでの共同研究の歴史
「東南アジア大陸部における農業の変貌」石田財団研究助成（1995〜1996年度）1995

2002

2006

2010

「東南アジア天水田稲作における産
米林の機能解明と活用」科研
A(2007〜2009年度）

＋医学・保健系＋山へ＋異なる地域研究者

「東南アジア平原地帯に
おける複合的な資源利用
とその持続的発展に関す
る研究」科研A（野間晴雄代
表）（2006～2009年度）

「ラオスから発信する
自然資源食料利用と
その未来可能性」トヨ
タ財団研究助成（野中代
表）（2007～2008年度）

「海外フィールドワーク
における地理学知の還
元モデルの構築に関す
る研究」科研Ｂ（岡本耕平
代表）（2008～2010年度）

＋伝統研究地域との比較

「熱帯の産米林農業に在来す
る生物の機能を活用した農業
生産と資源利用との調和」科研
A（宮川修一代表）（201１年４月～）

＋実学とロマンへ？

暗中模索時代



中国経済の拡大

ビエンチャン平野を生態史的にとらえる
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タイ経済との結びつき

集落再編成と自然資源利用の変化
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～

ビエンチャン平野・サイタニー郡を対象

平野の動き

村領域の拡大と都市との結びつき

消費増加にともなう日常食料資源の市場化

森林資源から水田周辺資源へ

1945

2000

2005

きっかけ：総合地球環境学研究所プロジェクト課題 2003〜2008

「アジア・熱帯モンスーン地域における地域生態史の統合的研究：1945-2005」



研究の枠組みと地域設定
1)対象地域 東南アジアの平野の稲作地帯
比較を通じた一地域への収斂
（ヴィンチャン平野→サイタニー郡→ドンクワイ村）
環境－人間の総合的解明の焦点として１地域をとらえる（広域から１村へ）
人のミクロな動きに注目してダイナミズムの解明を目指す

2)水を軸とした環境と人間活動
水供給地として，アジアの環境問題の焦点
水位変動・それに伴う水域の変化，
湛水期間の変化は，作物生産，生物獲得に
大きな影響を及ぼす

環境の特徴の把握・生業活動

稲作本位制からの脱却

多分野の協働

↓



MOU（国立農林業研究所NAFRI)と
2003.12

調査許可便宜・資料持ち出し申請

サイタニー郡を推奨される

アシスタント、諸経費

＋ラオス国立大学地理学科



彼女はなぜこんなことやっているんだろう？

田んぼ？原っぱ？

森？池？

水引けば





ヴィエンチャン

ドンクワーイ村

1959

1966

2008



0 8km

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

I 都市化・水アクセス良し

III いなか・水アクセス悪し

II いなか・水アクセス良し

IV 都市化・水アスセス悪し

サイタニー郡１０４村の村落類型区分（2004年悉皆調査）

ドンクワーイ村への注目

野中・宮川・足
達（2005）





ここがいい！

天水田

森

川



村の選定・調査ステーションの建設

２００５年３月〜

将来村人の使える施設にする

費用問題：科研費では建てられない・・・







完成式
2005年９月









学校とも仲良く



村の守り神を引き取る







セキュリティ



食事



でかい家になった

Google map より



ステーション建設による住み込み調査
2005～
長期滞在の実現・終日参与観察
村への影響と調査成果

快適・安全な勉学環境



ドンクワーイ村 全世帯調査 2005/6年 2007年

ドンクワーイ村

約260世帯 1200人

人口森の面積が多い

天水田中心

村落が雨季は川の増水で分断

工場労働者もでてきた

17ｋｍ

国道13号線



感謝祭



村祭りでたこ焼き人気

実はツムギアリ



「虫は世界を救う！」へブレイク

日本では当たり前
すぎた？？

日本よりも世界でウケた
オランダでの＜虫食講義＞

世界では



ドンクワーイ村の土地分類水田

森林

25km2

水田

森林

宅地

その他

水域

平野－森と水に囲まれて



水田と生き物＜の利用＞への注目

いろんな生き物が生活できる

→豊かな環境を生み出す場でもある

生きものの営みから田んぼをとらえ、
その生きものの利用から文化のおも
しろさ、すばらしさを探る。

環境の見方、豊かさの価値観を広げる

田んぼはイネを作るだけ？

ラオス、アジアの人々への共感を作る

田
ん
ぼ
と
生
き
物

米
は
欠
か
せ
な
い

天水田は生産性が低いのか？



さまざまな資源利用の柔軟なネットワーク
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天水田

休閑

地力回復

放牧

塩分集積

季節変化（雨季・乾季）平野地形

生物多様性
活性化

水域・水位変化

多様な資源利用

食料供給・現金収入

年変動性（＝不安定性）
樹木からの
肥料分供給

都市への就労

降水

遊動地

生業活動変化

人口増加＝食料需要増大 開発＝土地改変

今後の
課題

人工的な水供給困難

品種・作付地選択

森林

温暖化？

市場社会

将来の問題

問題点

環境・土地

生態的特徴

人間活動

ビエンチャン平野村落の生態－生業システム



ラオスの暮らしからみる
田んぼの生きものの可能性・未来

1. 生きものの営みを生み出す

2. 場所を生きもので共有する

3. 生きものの多様性を味わう

4. 人も生きものも持続可能



地理絵：柳原望



めこん 2008

詳しくは、拙著をご覧下さい！





プロジェクトの
終了

家の移管
２０１０年３月











フィールドワークの村への還元
調査成果と問題点

ズブズブ隊・「住吉」が村にもたらしたものは？

誰に何をお返し？

お世話になった人？個人と村・村人

感覚の違い くじ・・・不公平？

あげたものの今後は？

「海外フィールドワークにおける地理学知の還元モデルの構築に関する研究」
科学研究費基盤研究Ｂ（分担）（2008～2011年度）

個人−村ー地域−国ー世界？



現地へ還元・・・学術的には論文いろいろ

他に 図鑑

特集号など



得られた成果を村人に
伝える方法考案

「ラオスから発信する自然資源食料利用とその未来可能
性」トヨタ財団研究助成（2007～2008年度）



村の写真集

意図を伝える・評価を受ける



村の博物館作り
Dong Khuai Museum of Livelihood of 

the Vientiane Plain





人材育成（現地の人）

「カメムシは世界を救う！」か？

ラオスのホープ！Mr. センドゥアン（ＮＡＦＲＩ）



地理絵：柳原望



２．フィールドワークの安心安全

• フィールドワークを積極的に進めてきた
関連大学院での取り組み調査

• 全国大学院生の意識調査

• フィールドワーク支援システムの設計

超域文化学専攻におけるフィールドワーク教育の体系化
−危機管理とアシスト体制づくり−

立教大学ＧＰ研究（2009〜2011）



フィールドワークを推進する
他大学・研究機関へのヒアリング調査
・フィールドワーク教育動向について、

・フィールドワークの実施状況（カリキュラム、プログ
ラム、活動内容）、大学院生の意識、危機管理体
制、普及広報活動）調査

安全管理の意識不足

共同研究での経験蓄積と伝授

＊これまでの実施対象：

熊本大学大学院１専攻、立命館大学１専攻、
広島大学大学院２専攻、九州大学大学院２
専攻、名古屋大学大学院１専攻



大学院生のフィールドワーク状況アンケート調査
フィールドワーク実施内容、調査手順、問題点、

フィールドワークの意義、必要情報、要望

個別研究へのサポート

調査動向の把握

地理学・人類学に関連する全国の
30大学院・機関を対象として実施
＊13大学41名（男32、女９）から
回答。

大学院への聞き取り調査

・・・・・・



安心安全のガイドブック作成



オーソライズすることによって、万が一の時
速やかに救援体制をとれるようにする。



フィールドワークの
「危険」に気付く
ＫＹＴの応用

事故・病気・治安・・・

文化トラブル

他者への危害

都市も

自然も



意識を共有する
広げる



フィールドワーク・アシストシステム

携帯電話・Webページからの入力を可能とする
システム作り

情報の瞬時の伝達（双方向）

居所把握

消息の軌跡

フィールドワークでの情報収集・蓄積への活用

コミュニケーションツール

フィールド情報の共有と発信



フィールド安心安全サポート

居所（位置情報）

状況報告

要請依頼

居所→地図で把握

経路

状況把握

要請

支援手配
○平常時

フィールド情報収集

位置付加情報の処理

データベース蓄積・情報共有

スマートフォン（PC、携帯電話) Webサーバ ホームページ

登録情報

収集情報整理・対策

関係者へ通知 支援依頼



フィールドワーク安心安全サポートのための
Web-GIS/GPS システム

on-the-spot

・自己測位できるスマートフォンを利用して、携帯電波の
無いところ、海外でも位置情報を得ることかが可能
情報収集のための電子フィールドノートとしても活用可能
移動記録がトレースとして地図上に表示可能





猿害対策＋ミツバチ病気対策での実用・発展

三重県における猿害対策のためのGIS構築 日本地理学会 2004 他



縦横自在

描画



今後の課題

１．共同研究のあり方
大人数での村への圧力？

２．フィールドワーク教育 問題探索型の思考・検証へ
・マニュアル＝スタンダート作り
・問題意識共有（ＫＹＴの応用）

３．情報共有
・フィールドへの関心
・安心安全情報
（スタンバイ治療など）



ご静聴ありがとうございました
宣伝のページ


